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研究成果の概要（和文）：本研究は日本の自衛隊とアメリカの軍隊のジェンダー政策を比較研究したものである。自衛
隊は創隊以来常に米軍をモデルとしながら女性の包摂をすすめてきたが、そのジェンダー政策には教育・訓練のジェン
ダー統合と性暴力防止のための施策づくりという二点に顕著な差異がある。
本研究では、ジェンダー政策推進にあたり、軍隊内外の女性の連携の差異に着目し、アメリカにおいては軍隊を退役し
た元軍人の女性たちが政策推進のアクターとして軍隊の内外の女性たちをつなぐ重要な役割を占めていることを明らか
にすることができた。

研究成果の概要（英文）：This research compared the Japan Self-Defense Forces(JSDF)'s and the U.S. 
Military's gender policies.
Although the JSDF has always emulated the U.S. military with respect to the inclusion of women, I 
considered the two notable differences between the two militaries' gender policies: gender integration in 
education and training as well as sexual violence prevention.
Focusing on women's alliances between inside and outside of the military, this research clarified the 
important role women's veterans played in bridging the relationships between military women and civilian 
women in order to promote the U.S. military's gender policies.

研究分野： ジェンダー研究
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１．研究開始当初の背景 
本研究は日米の軍事組織のジェンダー政

策を比較分析するものである。欧米諸国の軍
隊には 1970 年代以降、女性が続々と参入し
ていった。折しも第二波フェミニズムの興隆
期と重なったため、軍隊への女性の包摂をめ
ぐりフェミニストたちの議論もおこった。一
方、こうした是非論を超え、軍隊の女性の社
会学的研究が登場したのは 1990 年代になっ
てからのことである。湾岸戦争が軍隊の女性
への関心を集めたことで、こうした研究とそ
の関心は拡張されつづけてきた。Mady W. 
Segal は、比較研究のために軍隊への女性の
参加の質量に影響を与える変数の分析枠組
みを提起し、それらの変数を軍隊、社会構造、
文 化 の３つ の カテゴ リ ーに整 理 し た
（ "Women's Military Roles Cross-Natio- 
nally," Gender and Society ,9(6), 1995）。
Segal のモデルを批判的に発展させ、Helena 
Carreiras は NATO 諸国の軍隊の比較研究
を 行 っ た （ Gender and the Military 
(Routledge, 2006)）。軍隊での女性の機会を
形成する要因をマクロ、メゾ、ミクロレベル
の相互作用として分析した彼女の研究は、現
在、比較研究として最高峰の位置にある。し
かし、比較は西欧を超えて開かれるべきであ
り、包括的な研究への第一歩となることを本
研究は目指した。 
しばしば、軍隊はそのホスト社会の縮図で
あると言われるが、敗戦後の日本の社会科学
研究において、研究者たちは長らく軍隊研究
を忌避してきた。1970 年代にミリタリー・
ソシオロジーのレビュー論文を書いた社会
学者の高橋三郎は、日本には戦争研究はあっ
ても軍隊研究がなかったと述べた（「戦争研
究と軍隊研究―ミリタリー・ソシオロジーの
展望と課題」『思想』605 ,1974）。この傾向は、
社会学のみならず歴史学においても同様で、
「軍学共同」への忌避感から軍事史研究への
タブー視は 1990 年代まで続いたと言われて
いる（倉沢愛子ほか編『戦場の諸相』（岩波
書店，2006））。 
こうした背景のもとで日本の研究者たちが
軍隊研究にとりくみだしたのは、ここ 10 数
年内のことである。例えば、京都大学の人文
科学研究所では、文化人類学者の田中雅一ら
のグループが、2003 年よりアジアの軍隊に
ついての共同研究を続けている（『人文学報』
90（京都大学人文科学研究所，2004））。この
共同研究のメンバーの一人である Sabine 
Fruhstuck は、1998 年に自衛隊研究に着 
手し、その成果は日米両国で出版された
（ Uneasy Warriors (University of 
California Press, 2007)、『不安な兵士たち』
（ 原書房，2008） ）。研究代表者が行った
自衛隊の女性についての研究もこれら新潮
流の中に位置づけることができる（『軍事組
織とジェンダー』（慶應義塾大学出版会，
2004））。 
こうして、軍隊はようやく日本でも社会科

学研究の対象となったが、自衛隊は、その歴
史的経緯から、とりわけ憲法９ 条による制
約から、常に日本特殊性論の文脈で語られ、
比較研究の試みはいまだ不十分な状態にと
どまっている。先駆的な研究として、PKO 派
遣された自衛官の動機を、イタリアの軍事社
会学者 Fabrizio Battistelli の枠組みで分析
した河野仁の研究（「自衛隊 PKO の社会学」 
中久郎編『戦後日本のなかの「戦争」』（世界
思想社，2004））、軍民エリートの意識のギャ
ップに関する調査を日本に応用し、国際比較
を行った河野仁・彦谷貴子の研究があげられ
る（「冷戦後の自衛隊と社会」『防衛大学校紀
要社会科学分冊』92, 2006）。研究代表者自身
もまた、既発表論文において、Carreiras の
作成した指標を用いて、NATO 諸国のジェン
ダー統合の度合いと自衛隊のそれとを比較
して位置づけた（「ジェンダー化される『ポ
ストモダンの軍隊』」木本喜美子・貴堂嘉之
編『ジェンダーと社会』（旬報社， 2010））。
こうした最先端の潮流をさらに深化させる
ことを目指して、本研究では、ジェンダー視
点から軍隊の日米比較を行うことにした。 
 
２．研究の目的 
今日ますます多くの女性たちが男性の聖

域とされてきた軍隊に参入するようになっ
てきた。女性兵士の存在は、その国が「近代
的」で「民主的」であることを示す象徴とさ
れる一方、彼女たちが同僚の男性兵士から性
的虐待の被害にあう事件も後を絶たない。本
研究は、これまで研究代表者が行ってきた自
衛隊のジェンダー研究のケース・スタディを
グローバルな影響関係の中で検討すること
を目指し、その第一歩として日米関係を基軸
とした比較研究を行うものである。 
本研究の対象とする日米両国の軍隊にお

ける女性の統合プロセスは大きく見れば似
通っている。 
すなわち、ともに、看護職から女性の採用

をはじめ、次第に支援職へ職域を拡大し、幹
部養成学校への入学規制や職域制限の漸次
撤廃をおこなっていった。しかしながら、本
研究では日米の重要な違いとして次の二点
に注目した。 
第一に、アメリカでは第二次世界大戦中に

創設された女性部隊が 1970 年代末に廃止さ
れ、教育・訓練過程への女性統合をすすめた
のに対し、日本では 1960 年代後半から 1970 
年代前半に開始された女性部隊での別教
育・訓練体制が現在もなお続いているという
違いである。第二に、アメリカで 1990 年代
に相次いだ性暴力事件が 2005 年の性暴力防
止 ・ 対 策 局 （ SAPRO: Sexual Assault 
Prevention and Response Office）設置のよ
うな軍隊の性暴力対策を導いたのに対し、日
本ではセクシュアル・ハラスメントを含む性
暴力への対策を怠ってきたという違いであ
る。 
自衛隊は常に米軍をモデルとしてジェンダ



ー政策をすすめてきたが、上記二点は日米の
大きな差異として注目されるものである。米
軍内外でのどのような議論が、教育・訓練の
ジェンダー統合と性暴力対策を促進させた
のか。本研究はジェンダー統合と性暴力防止
という二つの差異を重点的に調査すること
にした。 
 
３．研究の方法 
研究方法としては、先行研究レビューと資

料収集を通じた文献研究を用いた。 
4年間の研究期間中、2011年 8月から 2012

年 6 月までを Harvard-Yenching Institute
の客員研究員としてアメリカで過ごし、ハー
バード大学をはじめ、陸軍女性部隊博物館、
アメリカ女性軍人記念館、海軍戦争大学博物
館等で資料収集を行った。帰国後も二度の海
外調査を行い、また国内外の学会活動および
先行研究のフォローを通じて、ジェンダー政
策の推進プロセスと、そこで元女性軍人が果
たした重要な役割を明らかにすることがで
きた。 
 
４．研究成果 
(1) 初年度である 2011 年度は 8 月下旬より、
Harvard-Yenching Institute客員研究員とし
て渡米し、陸軍女性部隊博物館、アメリカ女
性軍人記念館、海軍戦争大学博物館等での資
料収集を行った。特にフォートリーの陸軍女
性部隊博物館では、これまでつかむことので
きなかった日本の女性自衛官教育隊設立前
の米軍視察の動向に関する貴重な資料を入
手し、Harvard-Yenching Institute にて"A 
Camouflaged Military: The Japanese 
Self-Defense Forces and Globalized Gender 
Mainstreaming"と題する報告を行うことが 
できた。 
さらに、アーリントンで開催された「軍隊

の女性」会議、ニューポートの海軍戦争大学
が主催した「女性・平和・安全保障」会議に
も参加し、関連分野に関する見聞を広めつつ、
研究ネットワークの構築につとめた。 
また、先行研究の検討につとめ、国際関係

における男性問題をテーマとした論集  
Rethinking the Man Question: Sex, Gender 
and Violence in International Relations を
書評の形で紹介した。 
 
(2) 二年目にあたる 2012 年度は、引き続き、
6 月までアメリカに滞在し、ハーバード大学
を拠点として研究活動を行った。6 月に日本
に帰国した後は、アメリカで収集してきた資
料を読みこみつつ、文献研究を通じた方法論
的な検討につとめ、International Studies 
Association（ISA）でのフェミニスト国際関
係論の方法論に関するセッションをもとに
編まれた論文集 Feminist Methodologies for 
International Relationsを書評の形で紹介し
た。また、前年にHarvard-Yenching Institute
で 行 っ た 研 究 発 表 を も と に 論 文 “A 

Camouflaged Military: Japan's 
Self-Defense Forces and Globalized Gender 
Mainstreaming”を執筆した。この論文はThe 
Asia-Pacific Journal（APJ）よりオファーを
受けて、コース・リーダーにも収録されるこ
ととなった。 
 
(3) 三年目にあたる 2013 年度は、引き続き、
アメリカで収集してきた米軍の教育・訓練の
ジェンダー統合および性暴力対策について
の資料を読みこみつつ、関連する文献の講読
を続けた。文献研究の成果は解説論文「ジェ
ンダーの視点から見る戦争・軍隊の社会学」
としてまとめた。 

8 月には、十文字学園女子大学で開催され
た国際セミナー International Seminar on 
Evaluation of National Action Plans to 
Implement UN Security Council 
Resolution 1325 and Other Related 
Resolution に出席、3 月にはトロントで開催
された ISA の年次大会に参加し、Feminist 
Security Studies のセッションに集う研究者
らと各国の軍隊のジェンダー政策について
の意見交換を行った。また、2011-12 年度の
在外研究時に出席した軍隊の女性に関する
会議について、資料報告「アメリカにおける
軍隊の女性の今 ―軍隊の女性に関する会議
に参加して」としてまとめた。 
 
(4) 最終年度である 2014 年度には、引き続き、
アメリカで収集してきた米軍の教育・訓練の
ジェンダー統合および性暴力対策について
の資料を読みこみながら、関連する文献の講
読を続けた。そのうち、第二次世界大戦時の
フランスにおける米軍の性を扱った What 
Soldiers Do: Sex and the American GI in 
World War II France を書評の形で紹介した。
また、軍隊の性暴力対策を歴史的に考えるた
め、一般市民にも開かれた一橋大学ジェンダ
ー社会科学研究センター（CGraSS）公開レ
クチャー「日本占領と性 ―性暴力、売買春か
ら親密な関係まで」を主催（11 月 21 日）、こ
のレクチャーで講師を務めた茶園敏美氏の
著書『パンパンとは誰なのか ―キャッチとい
う占領期の性暴力とＧＩとの親密性』を書評
の形で紹介した。 
 さらに、「軍事化とジェンダー」について
の解説論文を執筆し、自衛隊の女性包摂のプ
ロセスについて論じた研究成果を韓国語論
文として発表することができた。 
 
 以上の 4 年間の研究成果を通して、日米の
教育・訓練のジェンダー統合および性暴力対
策とその推進にあたる軍隊内外の女性の連
携の差異を考察し、アメリカにおいては女性
退役軍人が政策推進のアクターとして軍隊
の内外の女性たちをつなぐ重要な役割を占
めていることを明らかにすることができた。 
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